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[目的]S の小唾液腺(MSG) におけるリンパ球浸潤、腺房細胞内 AQP5 の分布異常および
唾液分泌量の関連を検討した。
[方法]原発性 S(p) 患者 20 例と健常対照 10 例を対象とした。 MSG における AQP5 の発
現を、抗ヒト AQP5 抗体を用いて免疫染色により確認し、腺房細胞における AQP5 の分布を
AQP5 管腔側分布率(管腔膜側1/ 3の細胞質全体に対する比率)で示した。唾液分泌量は
saxon tes により測定した。
[結果]pS 患者 20 例の AQP5 管腔側分布率は 40.9 土1. 3出で、健常対照例(85.3 :i:: 1. 6%) に
比べ有意に低下していた(pく0.1) 。一方、 MSG におけるリンパ球浸潤別にみたAQP5 管腔側
分布率は、高度リンパ球浸潤例(40.8 :i:: 1.5%) と中等度リンパ球浸潤例(41.1+2.1%) の聞に差を
認めなかった。唾液分泌量は、高度リンパ球浸潤例(0.8 :i:: 0.2g/ 分)、中等度リンパ球浸潤例
(2.6 土0.6g/2 分)で、健常対照例 (5.1 土0.4g/2 分)に比べてそれぞれ有意に低下していた
(pく0.1 ，pく0.1) 。
{結論]pS 患者の MSG における腺房細胞内 AQP5 の分布異常を確認した。本症の唾液分
泌量低下に腺房細胞内 AQP5 の分布異常の関与が示唆された。加えて、 AQP5 の細胞質内
の分布異常は MSG にリンパ球浸潤が中等度にみられる時期に確認された。
